




 

〔はじめに〕 

 Duchenne型PMDに下肢関節の拘縮あるいは筋力減弱がそれぞれ主因となって

歩行不能に陥った症例のいることを Jpn.J.P.T.O.T.9 巻 8 号で報告した。その

後、私共は前者を拘縮強度型(以下、拘縮型と略す)、後者を筋力減弱型(筋減型)

と命名し検討を加えてきた。今回、歩行可能な時期より歩行衷失に至った症例

について、過去 2年 10 ケ月間の拘縮の進行、障害度の進行、その年令的特徴、

ADL 能力の低下度、筋力の低下度と脊柱弯曲の変化について検討した 


